職務経歴書
200X年X月X日現在

氏名：○○　○○

■経歴概要
○○大学○○学部卒業後、○○大学大学院○○研究科に進学し、○○の研究で修士号を取得。続いて同大学院博士課程に進学し、○○分野で博士号を取得。博士号取得後、国立研究開発法人○○機構にて研究員として○○の研究業務に従事。査読付き論文発表・学会講演・特許取得等の実績を有し、○○分野の第一線で活躍中。

■研究経歴
20○○年○月〜20○○年○月　○○大学大学院 ○○研究科 ○○専攻 博士課程
	期間
	担当業務
	環境/ツール
	メンバー/役割

	20○○年○月

〜
20○○年○月
	【研究課題】

○○の開発
【対象物】

○○化合物（新規機能性有機分子）

【実施内容】

・分子設計と有機合成（○段階の合成ルート設計・最適化）

・○○分光法（NMR・IR・MS等）による合成物の同定・純度確認

・○○回折（X線単結晶解析）による三次元構造評価

・○○測定（○○法・○○法）による機能特性の定量評価

・実験データの統計解析および計算化学シミュレーション

【実績・成果】

・○○学会誌（査読付き、IF: ○.○）に筆頭著者として論文発表（20○○年）

・○○国際学会にてオーラル発表（採択率○○%、英語発表）

・特許出願（出願番号○○-○○○○○、20○○年）

・○○大学学術奨励賞 受賞（20○○年）
	○○分光器

○○装置

○○ソフト
	指導教官：○○　○○ 教授

研究室メンバー：○名

役割：主担当（研究の中心的役割）

	20○○年○月

〜
20○○年○月
	【研究課題】

○○の合成と評価

【対象物】

○○材料（機能性高分子・無機材料等）

【実施内容】

・○○の新規合成ルートの設計・文献調査・条件検討

・収率・純度の向上に向けた合成条件最適化

・○○法（○○装置使用）による物性・機能評価

・評価データの整理・分析・考察と指導教員への定期報告

【実績・成果】

・国際学会（○○、○○国）にてポスター発表（英語、20○○年）

・査読付き論文を○○学会誌に投稿・掲載（共著、20○○年）
	○○装置

○○ソフト
	指導教官：○○　○○ 教授

研究室メンバー：○名

役割：主担当


■職務経歴
20○○年○月〜現在　国立研究開発法人 ○○機構
◆事業内容：○○の研究開発
◆研究員数：○○名

	期間
	担当業務
	環境/ツール
	メンバー/役割

	20○○年○月

〜
20○○年○月
	【研究課題】

○○の研究

【対象物】

○○（○○材料・化合物等）

【実施内容】

・○○の新規合成・構造評価・応用展開に係る研究立案と実施

・○○分析装置・シミュレーターを活用した物性・機能解析

・外部研究機関（大学・企業）との共同研究の推進・調整

・研究成果の論文化（執筆・投稿・査読対応）と特許出願補佐

・チームメンバーとの定期ディスカッション・研究進捗共有

【実績・成果】

・査読付き論文○本発表（うち筆頭著者○本、IF合計○○）

・国内学会発表○件、国際学会発表○件（英語発表含む）

・○○省 競争的研究費 採択（○○万円、研究期間○年）

・共同研究先○社との成果報告会でプレゼンテーション実施
	○○分析装置

○○シミュレーター
	チーム：○名

役割：研究員

	20○○年○月

〜
20○○年○月
	【研究課題】

○○プロジェクト

【対象物】

○○（産学連携研究対象物）

【実施内容】

・外部機関（企業○社・大学○校・国研○機関）との連携体制構築と研究推進

・○○の試作・スペック評価・改良サイクルの実施

・研究データの整理・分析・月次報告書作成

・プロジェクト進捗管理（ガントチャート管理・会議体運営）

・技術移転に向けた知財調査・特許出願書類の作成補佐

【実績・成果】

・特許取得（特許番号○○-○○○○○、20○○年登録）

・技術移転先企業とのライセンス契約締結を補佐

・○○国際学会にて共同研究成果を発表（英語）

・産学連携補助金（○○億円規模）の獲得に貢献
	○○装置

○○ソフト
	チーム：○名

役割：主担当研究員

	20○○年○月

〜
現在
	【研究課題】

○○の実用化研究

【対象物】

○○（実用化候補材料・デバイス等）

【実施内容】

・産業界（企業○社）との共同研究の企画・推進・進捗管理

・実用化に向けた試作評価・スペック最適化・量産性検討

・研究データのデータベース管理・品質管理（GLP対応）

・論文執筆・投稿・査読対応（英文・和文）

・後輩研究員○名・学生○名への研究指導・OJT実施

【実績・成果】

・査読付き論文○本発表（累計○本、IF合計○○、被引用数○○件）

・国内外学会発表累計○件（うち招待講演○件）

・産学連携プロジェクトの成果として実用化製品の試作完了・企業に技術移転

・後輩研究員○名の育成・論文指導（うち○名が博士号取得）

・シニア研究員として部門の研究戦略策定に参画
	○○装置

○○計算機
	チーム：○名

役割：シニア研究員


■活かせる経験・スキル
・有機合成化学（多段階合成ルート設計・最適化、収率・純度改善）
・構造解析・物性評価（NMR・IR・MS・X線結晶解析・各種分光分析）
・産学連携・共同研究推進（企業・大学・国研との連携体制構築・進捗管理）
・論文執筆・学会発表（英文・和文論文投稿、国内外学会での口頭・ポスター発表）
・研究マネジメント（競争的資金獲得、プロジェクト管理、後輩指導・育成）

■学位論文　※
修士論文題目：「○○○○○○に関する研究」
博士論文題目：「○○○○○○の開発と応用に関する研究」

■投稿論文　※
◆主筆論文
『国内誌（日本語）』
・山田太郎, ○○, ○○「○○○○○○の合成と機能評価」○○学会誌, Vol.○○, No.○, pp.○○-○○（20○○年）

『国際誌（英語）』
・Yamada, T., ○○, ○○ "Synthesis and Functional Evaluation of Novel ○○○ Compounds" Journal of ○○○, Vol.○○, No.○, pp.○○-○○ (20○○)

◆共著論文
『国内誌（日本語）』
・○○, 山田太郎 他「○○○○○○の応用に関する研究」○○学会誌, Vol.○○, pp.○○-○○（20○○年）

『国際誌（英語）』
・○○, Yamada, T. et al. "Application of ○○○ for Advanced ○○○ Materials" Journal of ○○○, Vol.○○, pp.○○-○○ (20○○)

■学会発表　※
◆筆頭発表
『国内学会（日本語）』
・山田太郎, ○○, ○○「○○○○○○の合成と機能評価」第○○回 ○○学会年次大会, ○○（20○○年○月）［口頭発表］

『国際学会（英語）』
・Yamada, T., ○○, ○○ "Synthesis and Functional Evaluation of ○○○" International Conference on ○○○, ○○ (20○○) [Oral Presentation]

◆共同発表
『国内学会（日本語）』
・○○, 山田太郎 他「○○○○○○の応用研究」第○○回 ○○学会年次大会（20○○年○月）［ポスター発表］

『国際学会（英語）』
・○○ et al. (incl. Yamada, T.) "Applied Research on ○○○ for ○○○" International Conference on ○○○ (20○○) [Poster Presentation]

■主要受賞歴　※
・○○学会 優秀発表賞（20○○年）
・○○財団 研究奨励賞（20○○年）

■特許　※
◆出願中
・特願○○-○○○○○「○○○○○○に関する化合物とその製造方法」（出願人：国立研究開発法人○○機構、発明者：山田太郎 他、20○○年○月）

◆登録済
・特許第○○○○○○号「○○○○○○の製造方法と応用」（出願人：国立研究開発法人○○機構、発明者：山田太郎 他、登録日：20○○年○月）

※論文・発表・特許等が多い場合、研究業績一覧として別途ご準備ください。

■保有資格
・博士（○○）（20○○年、○○大学）
・修士（○○）（20○○年、○○大学）
・TOEIC ○○○点（20○○年）
・普通自動車第一種免許

■自己PR

博士号取得後、国立研究開発法人にてシニア研究員として○○分野の最前線で研究に従事してきました。査読付き論文○本・特許○件・学会発表○件の実績を持ち、研究成果の社会実装にも積極的に取り組んでいます。産学連携研究や外部機関との共同研究経験を通じて、研究室内外との協調力・コミュニケーション力も培ってきました。これまでの専門知識と研究成果を活かし、貴社の研究開発部門において即戦力として貢献したいと考えています。

以上
